
おでかけしよＫａｒ
Ｋバス Ｋタク

再編（案）について
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おでかけしよＫａｒ Ｋバス実績

左まわりルート
合計

乗車 降車

可児駅 70 0

文化創造センター 4 8

日本ライン今渡駅 8 3

文化創造センター 1 0

可児駅 236 0

図書館 2 0

明智駅 1 15

花フェスタ記念公園 32 277

可児郷土歴史館 5 11

荒川豊蔵資料館 9 12

可児郷土歴史館 10 1

花フェスタ記念公園 338 7

明智駅 8 14

図書館 0 12

可児駅 0 363

合計 724 723

右まわりルート
合計

乗車 降車

可児駅 195 0

図書館 0 0

明智駅 5 4

花フェスタ記念公園 17 184

可児郷土歴史館 2 5

荒川豊蔵資料館 14 1

可児郷土歴史館 14 6

花フェスタ記念公園 183 16

明智駅 3 45

図書館 1 16

可児駅 3 138

文化創造センター 0 5

日本ライン今渡駅 0 7

文化創造センター 2 0

可児駅 0 12

合計 439 439

 右まわりルートに比べ、左まわり
ルートの乗車人数が1.6倍多い
乗者数の多い可児駅・花フェスタ記念公
園においてのダイヤが、左まわりルート
出発後右まわりルート出発までの時間が
おおむね40分であるのに対し、右まわり
ルート出発後左まわりルート出発までの
時間がおおむね1時間20分であることが
要因と考えられる。

 可児駅⇔花フェスタ記念公園の利用
に特化している
特に春・秋のバラまつり期間が多く、
夏・冬の利用は非常に少ない。

花フェスタ記念公園⇔今渡駅の利用は多
少あるが、文化創造センターへの利用は
ほぼない。

 可児駅を越える利用は非常に少ない

 乗車した停留所に戻る利用がある
可児駅→日本ライン今渡→可児駅と乗車
して花フェスタ記念公園で降車したり、
花フェスタ記念公園→荒川豊蔵資料館→
花フェスタ記念公園と乗車して可児駅で
降車するパターンが見られる。
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おでかけしよＫａｒ Ｋバスの課題

 激しい渋滞区間がある
明智駅ー花フェスタ記念公園間のルートが、東
海環状道可児御嵩I.Cから一般車が花フェスタ記
念公園へ向かうルートと同じであるため、激し
く渋滞する。渋滞するのは花フェスタ記念公園
春のバラまつり期間のみ。しかし、この期間の
乗客が一番多い。

 過剰サービス
春のバラまつり期間においては、ほぼ定員の乗
車があるが、その他の期間において乗車０の便
が多くある。

 わかりづらい
「右まわりルート」「左まわりルート」の表示
が分かりづらく、違いが伝わりにくいうえ、目
的地が分からないため、乗車した停留所に戻っ
て目的地に向かう利用が少なくない。
また、「左まわりルート」と「右まわりルー
ト」間の運行間隔が大きく異なるため、効率よ
く乗車させることができていない。

 来訪者の利用増加
Kバスは観光地を巡る路線であることから、市
外からの利用者の問い合わせが多い。

 移動需要の変化
NHK大河ドラマ「麒麟がくる」の放送が決定し、
明智光秀ゆかりの地である明智城址への来訪者
が増加しており、周辺施設への移動需要が増え
ている。
平成29年度地域公共交通網形成計画基礎調査結
果によると、湯の華アイランド周辺への移動需
要が高い
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おでかけしよＫａｒ Ｋバスの再編方針

基本方針Ⅰ

可児駅・新可児駅、西可児駅を中心とした公共交通ネットワークの維持を基本としつつ、高齢者の日
常生活や若者の通学を支える、まちづくりや観光振興と連携した公共交通サービスの提供

地域公共交通網形成計画

 移動需要の高い停留所を追加します
明智城址への移動需要に対応するため、明智駅ー
花フェスタ記念公園間のルートを見直し、新たに
「天龍寺」を停留所に加える。これにより、渋滞
の回避も見込める。
また、来訪者のお土産購入の場となる「可児ッ
テ」、既存ルート付近のランドマークである「緑
の丘」を新たに停留所に加える

 明智駅から花フェスタ記念公園へつなぎます
春のバラまつり期間のみ定員を超えてしまい乗車
できないことがあるため、可児駅からのアクセス
としては機能させない。
明智駅はYAOバスが運行しており、美濃金山城、
可児戦国山城ミュージアム、観光交流館へのアク
セスの起点となっている。また、これらの観光施
設は、可児郷土歴史館と合わせてアクセスを問い
合わせられることが多い。

 市内周遊へつなぐ公共交通サービスを提供
します

花フェスタ記念公園へのアクセスとして機能す
るのではなく、花フェスタ記念公園へ来訪した
方が市内の観光施設をめぐるための公共交通
サービスとして提供する。

 可児市観光グランドデザインに沿ったルー
トを選定します
可児市観光グランドデザインに位置づけられる
「木曽川左岸 鳩吹山周辺 癒しの空間」方面
をつなぐルートを設ける

 運行日を拡大します
NHK大河ドラマ館の設置により、来訪者の増加
が見込まれ、移動需要も高くなることが予想さ
れることから、土曜の運行を開始し、土・日・
祝日運行とする。
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おでかけしよＫａｒ Ｋバス 再編案

明智駅

花フェスタ記念公園

新設天龍寺

新設可児ッテ

新設
ふれあいパーク緑の丘

可児郷土歴史館

荒川豊蔵資料館

光秀桃山陶線（案）
土・日・祝運行

1日 10便（5往復）予定

使用車両 ： ハイエース（定員9名）

名鉄広見線明智駅のダイヤに合わせる

明智城址へは天龍寺より徒歩明智城址
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おでかけしよＫａｒ Ｋバス 再編案

新設木曽川遊歩道（東口）

新設木曽川遊歩道（西口）

新設白鬚神社参道口

新設可児川駅
新設花木センター

新設鳩吹山登山口

日本ライン今渡駅

文化創造センター

可児駅

図書館

木曽川鳩吹山線（案）
土・日・祝運行

1日 10便（5往復）予定

使用車両 ： ハイエース（定員9名）
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おでかけしよＫａｒ Ｋタクの課題と再編案

 わかりにくい
月～土に運行している「電話で予約バス」と利
用方法が異なるため、わかりにくい。
また、降車できる停留所が限られることから、
使いにくい。

 一日乗車券の取り扱い
土曜におでかけしよＫａｒ Ｋバスの運行を開
始するが、土曜日については「電話で予約バ
ス」を運行しているため、Ｋバス・Ｋタク間の
一日乗車券が使えない。

月～土 日・祝

さつきバス Ｋバス

電話で予約バス Ｋタク

月～金 土 日・祝

さつきバス さつきバス Ｋバス

Ｋバス

電話で予約バス 電話で予約バス Ｋタク

土曜と日・祝日で、おでかけしよ
Kar KバスKタク共通一日乗車券
の利用が異なるため、再編します

おでかけしよKar
Ｋバス土曜運行開始

月～金 土 日・祝

さつきバス さつきバス Ｋバス

Ｋバス

電話で予約バス 電話で予約バス 電話で予約バス

 日・祝も電話で予約バスを運行します
日・祝も月～土と同じ運行にすることで、わか
りやすくする。
なお、さつきバス停留所で日祝のKタク停留所
となっているところは、引き続き「日祝専用電
話で予約バス停留所」として整備予定。

 Kバス一日乗車券を発行します
現行のおでかけしよKar KバスKタク共通一日
乗車券を廃止し、Kバス一日乗車券を発行しま
す。
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